
A
十分達成
されている

B
達成されて

いる

C
取り組まれている

が十分では
ない

D
取り組みが

不十分である

A 4

　　園の方針に沿った指導計画が定められているか？ B 16

C 7

D 0

　②園の保育方針に合わせ、教育・保育計画が子どもの発達や A 5

　　実態をもとに立てられているか？ B 14

C 7

D 1

　③教育・保育計画をもとに日々の保育が行われ、適切な A 2

B 14

C 10

D 0

　④子ども理解に努め、一人ひとりをよく理解し、発達に即した A 6

B 13

C 6

D 3

　⑤園児の主体的な遊びを援助するよう環境を整え、教育的な A 5

B 12

C 9

D 1

　①報告、連絡、相談を心掛け、職員間の連携を A 8

B 10

C 8

D 1

　②わからないことをそのままにせず、進んで理解に A 10

B 15

C 2

D 0

　③情報交換を積極的に行うことができたか？ A 11

B 9

C 6

D 1

ながたゆめのつばさこども園学校評価委員会

　　図ることができたか?

　　振り返りを踏まえ日々の保育を行うことができたか？

　　保育の展開及びかかわりを行うことができたか？

　　意図を持ってかかわることができたか？

　　努めることができたか?

令和４年度　学校評価（職員自己評価）集計結果

　①幼保連連携型認定こども園の教育・保育要領を踏まえ、

１　教育目標

(R5.2.1～2.16実施　評価者27名）

２　職員間の連携

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D





　④子どもの様子や保護者への連絡など申し送りを A 12

B 10

C 3

D 2

　⑤職員同士協力して業務に当たることができたか？ A 11

B 11

C 4

D 1

　⑥職員間で意見交換を行い、保育の向上に A 7

B 10

C 9

D 1

　①子どもたちの生活がより充実するために教材研究や A 4

B 14

C 8

D 0

　②より良い保育の展開のために苦手な分野にも積極的に A 6

B 12

C 7

D 2

　③研修会に参加し、学んだことを保育に生かすことができたか？ A 5

B 9

C 7

D 4

　④研修会で学んだことを同僚などに共有することができたか？ A 5

B 9

C 9

D 2

　⑤規律遵守、提出物期限、約束など守ることができたか？ A 13

B 12

C 1

D 1

　　丁寧に行うことができたか?

３　研修と研究・資質向上

　　つなげることができたか?

　　保育技術の向上に意識して努めたか？

　　取り組んでいるか?

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D



　⑥服装や身だしなみに留意し、園のガイドラインを A 13

B 12

C 2

D 0

　①安全な園生活の見直しを積極的に行い、衛生管理及び A 8

B 17

C 2

D 0

　②常にケガや危険のリスクを想定し、子どもと過ごすことが A 8

B 16

C 3

D 0

　③安全点検表などに基づき定期的な点検や管理を行うことが A 8

B 15

C 2

D 2

　④睡眠チェックについて、適切に行うことができたか？ A 13

B 12

C 2

D 0

　⑤感染症予防のために室内の備品、玩具など清潔に A 9

B 13

C 5

D 0

　⑥　避難訓練、防犯、自然災害への備えを行うことができたか？ A 9

B 13

C 4

D 1

　　できたか?

　　できたか?

　　保つことができたか?

　　整理整頓に努めることができたか？

　　守ることができたか?

４　安全管理・衛生管理

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D



　①守秘義務を遵守し、園の運営を行ったか？ A 19

B 8

C 0

D 0

　②園行事に関して保護者と協力して行うことができたか？ A 9

B 12

C 2

D 2

　③保護者の子どもの様子を伝え、良い面を積極的に A 11

B 13

C 0

D 2

　④保育の内容や園での活動を積極的に発信することが A 6

B 12

C 7

D 1

　⑤　子育て支援や地域との連携を積極的に行うことができたか？ A 2

B 11

C 8

D 5

　⑥保護者が子育ての悩みや心配事を安心して話せる存在と A 8

B 10

C 6

D 2

自己評価の結果

左記の3項目において「取り組まれているが十分ではない」との評価が

多かった。

　　報告 :　園長　坂井　智美

学校評価の結果を踏まえ　今後の課題

「教育目標」では「主体的な活動」ということへの理解がまだ深まっておらず、職員間で疑問に思ったこと学び合う必
要がある。具体的な目標を設定し、クリアすることができるように、リーダー、管理職は見通しをもった計画を立て、ヒ
ントや助言を与えるためにさらに深く学ぶ必要があると考える。

「職員間の連携」においては、職員間の情報共有や報連相についての必要性を改めて意識し、情報伝達の工夫
や、改善を行っていく。

「研修と研究・資質向上」では積極的に研修に参加する姿は見られたが、そこで得たものを共有する機会が少な
かったようだ。研修報告をする時間が無いこともあるが、少しでも時間を見つけ、学んだことを全員で共有できるよう
な機会が持てると良いと思う。

　以上、今年度の職員による学校評価内容に基づき、次年度に向けて具体的な取り組みを講じ、改善されるように
努めてまいります。

「教育目標」

「職員の連携」

「研修と研究・資質向上」

　　なるよう心掛けたか?

　　伝えることができたか?

　　できたか?

５　保護者との連携

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D


